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こと。 

 

② 患者本人に説明をすることが困難であるが、診療上の緊急性がある場合 

意識障害や認知症等で本人への説明をすることが困難な場合で、診療上の緊急性が

ある場合は必ずしも事前の説明を必要としない。意識が回復した場合には事後に説明

をし、理解を得る必要がある。 

 

③ 患者本人に説明することが困難であるが、診療上の緊急性が特にない場合 

乳幼児の場合も含めて本人に説明し理解を得ることが困難で、緊急性のない場合は、

原則として親権者や保護者に説明し、理解を得ること。 

ただし、親権者による虐待が疑われる場合や保護者がいない等、説明をすることが

困難な場合は、診療録等に、説明が困難な理由を明記しておくことが望まれる。 

 

 


